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全国学力・学習状況調査結果についてのお知らせ 
  
  

 今年度４月に小学校6年生、中学校３年生を対象に実施した全国学力・学習状況調査の結果がまとまり

ました。この調査結果をふまえた今後の本校としての取り組みについてご説明します。なお、今回の調査

により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面にすぎません。この調

査結果に一喜一憂することなく、児童一人ひとりの力をつけることに引き続き取り組んでまいります。保

護者の皆様には、本調査の趣旨を十分理解した受け止め方をしていただけるようお願いいたします。 
  

調調調調査査査査結果結果結果結果のののの概概概概要要要要 
  

１ 教科学習状況調査結果 
  国語Ａ・算数Ａ（知識）、国語Ｂ・算数Ｂ（知識・技能）とも、おおむね理解しています。 
  

①     本校で、正答率が低かった問題 

②     指導・改善が必要と考えられる内容 

類型 
  

設問番

号 
設問の概要 出題の趣旨 

国 語

Ａ 
６ インタビューのメモの工夫を選択す

る。 
話の要点を聞き取り、効率よくメモをと

る。 
７ スピーチでの聞き手に分かりやすい

話し方を選択する 
  

聞き手にとって分かりやすいスピーチに

するために大切なことを理解している。 

10 物語の一部を読んで、登場人物の心

情として適切なものを選択する。 
物語文の登場人物の心情について表現や

叙述に即して読む。 
国 語

Ｂ 
  

２ 
二 

古紙の再生利用が重要な課題となっ

てきた理由を書く。 
取り上げた事実が、どのような理由で述

べられているかについて的確に読み、そ

の理由を要約する。 
３ 
(2) 

同じ本を読んで書いた２人の感想文

から、共通する書き方の良いところ

を書く。 

二つの文章を比べて読み、共通する書き

方の良さや工夫を評価し、自分の考え方

としてまとめる。 
  ３ 

(2) 
0.5、7/10、4/5のうち最大の数を

数直線に表す。 
三つの分数と小数の中で最大の数を見つ

け数直線上に表すことができる。 
算 数

Ａ 
  
  

４ 210×0.6の式で答えが求められる

問題を選ぶ。 
小数の乗法の意味について理解してい

る。 

算 数

Ｂ 
  

３ 
(3) 

漁業に携わる人数のグループ別の割

合を表した帯グラフを見て、正しい

記述を選ぶ 

帯グラフから割合の変化の様子を読みと

ることができる。 

４ 
(1) 

木曜日と日曜日に安売りをするケー

キ屋で指定されたケーキを買うと

き、どちらの曜日がいくら安くなる

かを求める式と答えを書く。 

条件を基に各曜日の代金を求めて比較す

ることができる。 

５ 
(3) 

長方形の形をした公園と平行四辺形

の形をした公園について、面積が広

い方の公園を答え、その理由を説明

する。 

地図を観察して図形を見いだし、面積を

比較して説明することができる。 
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・今住んでいる地域の歴史や自然に関心が少なく、地域の行事に参加していない子が多い。 
・体の不自由な人やお年寄りや困っている人への手助けの経験が少なく、地域の清掃活動（草取

り、ゴミ拾いなど）へ参加の経験も少ない。 
  
【今後の取り組み】 
○     地域行事の紹介や参加の呼びかけ 
○     地域の人との出会いや地域を教材とした学習計画の工夫 
○ その他 

  
【国語】 

○叙述に即して内容を理解することはできるが、キーワードをつなげて心情を深く読み取った

り、要点をまとめたりして人に説明することが苦手な傾向がある。 
○聞く人を意識した分かりやすいスピーチをすることが苦手な傾向がある。 

  
【算数】 
 ○知識や技能に優れ、難しい問題を解決しようとする意欲は十分あるが、具体的な操作を伴っ

たり、自分の解決方法を分かりやすく説明したりすることが苦手な傾向がある。 
 ○早く解くことに意識がはたらき、大切なことを見落としたり、簡単なことにひっかかったり

する傾向がある。 
  
③改善の手だて 
  
【国語・算数】 

○表現の技能の育成 
・テーマに沿ったスピーチやインタビュー、自分の意見を述べる場など、人とかかわる体

験を学校生活の中に計画的に設定していく。 
  
○論理的な思考の育成 

・資料を読み取ったりいくつかの資料を比較したりしながら自分なりの結論を導いたり、

新たな課題へ発展させたりして、ものごとを深く考えたり話し合ったりする経験を増や

していく。 
・具体物の操作や線分図を書いて問題を解くなど、めんどうがらずに、慎重に問題解決を

する習慣をつけていく。 
  

  
２ 質問紙調査結果 

・朝食の摂取率が高い。 
・就寝時刻は遅い傾向にある。 
・多くの子が将来の夢や希望を持っている。 
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